
平成 23年度 〔試験時間 100分〕

Dl 数

この冊子は,数学の問題で 1ページより5ベージまであります。

〔注   意〕

(1)試験開始の指示があるまで, この冊子を開いてはいけません。

(2)監督者から受験番号等記入の指示があったら,解答用紙には志望学科・受験番号

を記入してください。解答用マークシートには受験番号及び氏名を記入し, さらに

受験番号・志望学科をマークしてください。

(3)解答は所定の解答用紙に記入したもの及び解答用マークシー トにマークしたもの

だけが採点されます。

(4)解答用マークシートについて

'       

① 解答用マークシートは絶対に折り曲げてはいけません。
② マークには黒鉛筆(HBまたはB)を使用してください。指定の黒鉛筆以外で

マークした場合,採点できないことがあります。

③ 誤ってマークした場合は消しゴムで丁寧に消し,消 しくずを完全に取り除いた

うえ,新たにマークしてください。

④ 解答欄のマークは横 1行について 1箇所に限ります。 2箇所以上マークすると

採点されません。あいまいなマークは無効となるので,はっきリマークしてくだ

さい。

(5)試験開始の指示があつたら,初めに問題冊子のページ数を確認してください。

ページの落丁・乱丁,印刷不鮮明等に気づいた場合は,手を挙げて監督者に知ら

せてください。

(6)問題冊子は,試験終了後,持ち帰つてください。

◇Mll(040-112)







問題 巨 ]の解答は解答用マークシートにマークしなさい。

EI]次の
“
)0,0にかては,□内の1つのカタカナに0から9まで強

字が 1つあてはまる。その数字を解答用マークシー トにマークしなさい。与えられ

た枠数より少ない桁の数があてはまる場合は,上位の桁を0と して, 右に詰めた数

値としなさい。分数は既約分数とし,値が整数の場合は分母を 1と しなさい。根号

を含む形で解答する場合は,根号の中に現れる自然数が最小となる形で答えなさい。

(50′点)

(1)座標平面において,点 P(■ ,ν)が次の連立不等式

回 ≦2回 ≦2ν ≦ :・ +:

で表される領域内を動くとき, 以下の問いに答えなさい。

(a)′点Pの座標が(日 ,一 □ )の とき, 2レ |-3ν は最小値―日 を
とる。

(b)点 Pの座標が

害

をと

□
日
日
□
　
。

フ

′

′

―

―

、

　

　

る

o点 Pの座標が
(:言:,[黒::l)の

とま 家z一 ω―ア は

帥署 名

のとき,(″ -1)2+(ν _3)2は最小イ直

右のページは白紙です。
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(2)投げたときに,表の出る確率と裏の出る確率が等しくない特殊な硬貨がある。

ただし,表の出る確率と裏の出る確率はどちらも0でない。この硬貨を4回続け

て投げたとき表がちょうど1回出る確率と, この硬貨を4回続けて投げたとき表

がちょうど2回出る確率が等しい。以下の問いに答えなさい。

に の硬貨を 1回枷ずたとき表が出る確判ま

昌

で猛

(b)この硬貨を 1回投げ,表が出れば3点,裏が出れば 1点が得られるゲーム

を行う。この硬貨を続けて 3回投げたとき,得 られる点数の和の期待値は

晉 魏

右のページは自紙です。
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(3)―

=≦

α≦
=: 

―
=≦

β≦,とする。α,βが

3 sin2 α+2sin2 β=2sin α

を満たすとき, 以下の問いに答えなさい。

(a)Sin αのとりうる値の範囲は

□ν冨 +ν回
≦ ―ν,sln2 α +sin α COS α tt V'COs2 α≦

詈

日釦′α‐Pβ≦詈

右のページは自紙です。

日争hα≦詈
である。

(b)sin2 α+sin2 βのとりうる値の範囲は

である。

(C)― /Lin2 α+sin α cos α tt ν
'COs2 

αのとりうる値の範囲は

である。
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0徊… =(」 式)は
唯眺。

(a)42+α■+bE=0と なる実数α,bを求めなさい。 ただし,Eは単位行

列,0は零行列である。

(b)れ を正の整数とするとき,■
2を求めなさい。

中核批κ
{Fi′―級―工̈ぬ

自然対数の底である。

0÷ぉよび弁をtの式で表しなさい。
(b)曲線θ上のι=1に対応する点における接線の方程式を求めなさい。

問題 □
の解答は解答用紙 [亘]に記入しなさい。

以下の問いに答えなさい。

(25点 )

右のページは自紙です。
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(25点 )

(1)放物線の頂′点Pの座標をαを用いて表しなさい。

(2)放物線と,軸との 2つの交点A,Bおよび頂点 Pよ り作られる△PABが正三

角形になるようなαの値を求めなさい。 また,そのときの三角形の 1辺の長さを

求めなさい。

(3)α がα<0の範囲を動くとき,放物線とα軸によって囲まれる部分の面積が最

小になるようなαの値を求めなさい。

問題
回
の解答は解答用紙 [亘]に 記入しなさい。

座標平面において, 2点 (1,1),(-1,3)を 通る放物線ν=αo2+脆 +cを考え

る。 ただ し, α<oと する。
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